
●
5
月
4
日	

永
隆
寺
木
下
信
隆
上
人
（
当
山
相
談
役
）
母

堂
幸
枝
刀
自
ご
逝
去

●
5
月
7
日	

勝
田
光
代
夫
人
（
勝
田
深
氷
室
）・
本
田
緑
ド

リ
ー
さ
ん
来
山
　
猿
江
別
院
展
覧
会
相
談

●
5
月
17
日	

福
島
立
正
院
矢
吹
泰
英
上
人
七
回
忌

	
	

当
住
上
人
事
前
参
拝

●
5
月
19
日	

全
日
本
仏
教
会
理
事
会
（
ズ
ー
ム
参
加
）

●
5
月
28
日	

都
仏
元
会
長
・
山
田
一
真
先
生
（
文
化
庁
長
官

表
彰
・
卒
寿
）お
祝
い
会
　
於 

日
比
谷
松
本
楼

●
6
月
2
日	

猿
江
別
院
納
骨
堂
打
ち
合
わ
せ
❶

	
	

三
浦
先
生
、
当
住
上
人
等
、
東
工
務
店
等
関

連
業
界
各
社
出
席

●
6
月
2
日
　
棚
経
会
（
棚
経
回
向
の
御
僧
侶
方
の
打
ち

合
わ
せ
会
）

●
6
月
6
日
　
三
辰
茶
会
　
於 

広
尾
祥
雲
寺

●
6
月
7
日
　
桜
井
先
生
（
建
築
家
）
鍋
島
客
殿
学
生
見
学
会

●
6
月
8
日
　
株
橋
祐
史
興
隆
学
林
長
・
平
島
盛
龍
学
監
新

任
祝
賀
会
　
於 

大
阪
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
6
月
9
日	

（公財）
東
京
都
慰
霊
協
会
理
事
会
　

	
	

於 

両
国
慰
霊
堂
❷

●
6
月
11
日
　
全
国
日
本
仏
教
青
年
会
支
援
の
会
幹
事
会
　

於 

帝
国
ホ
テ
ル
カ
フ
ェ

●
6
月
14
日
　
永
隆
寺
木
下
信
隆
上
人
母
堂
四
十
九
日
忌
法

要
　
当
住
上
人
導
師

●
6
月
16
日
　
国
際
仏
教
興
隆
協
会
第
19
回
評
議
員
会

	
	

於 

同
事
務
局
　

●
6
月
19
日
　
裏
千
家
坐
忘
斎
家
元
講
演
会

	
	

於 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

●
6
月
20
日
　
総
代
会
　
於 

当
山
本
堂
階
下
洋
間

●
6
月
22
日
　
日
本
宗
教
連
盟
創
立
80
周
年
記
念
式
典

	
	

於 

代
々
木
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
❸

●
6
月
27
日	

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
イ
ク
氏
「
石
橋
湛
山
」
講

演
会
　
於 

J
P
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル

●
7
月
1
日
〜
15
日
　
棚
経

●
7
月
16
日	

盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼
法
要
❹
（
正
面
は
新
盆

御
位
牌
）

●
7
月
24
日	

淡
交
会
東
京
第
六
東
支
部
幹
事
長
先
生
等
来

山
　
次
期
支
部
人
事
に
つ
い
て
❺

●
7
月
26
日	

第
2
回
猿
江
別
院
納
骨
堂
運
営
委
員
会

●
7
月
30
日	

全
日
本
仏
教
会
東
京
大
会
実
行
委
員
会

	
	

於 

日
全
仏
事
務
総
局

●
7
月
28
日	

鍋
島
子
爵
ご
一
門
鍋
島
客
殿
見
学（
上
記
参
照
）

●
8
月
6
日	

当
山
組
寺
法
楽
会

●
8
月
15
日	

終
戦
記
念
戦
没
者
82
回
忌
慰
霊
法
要

法要のご案内 （別紙参照）

秋季彼岸会中日法要
９月23日（水・秋分の日）

11月3日（火・文化の日）午後1時 法話・2 時 法要

宗祖第745遠御忌御報恩会式（御会式）

鈴
蘭
の
可
憐
な
花
に
耳
を
寄
せ

鈴
蘭
の
可
憐
な
花
に
耳
を
寄
せ

梅
雨
に
入
り
蓮
葉
に
光
る
玉
雫

梅
雨
に
入
り
蓮
葉
に
光
る
玉
雫

半
夏
生
白
く
な
る
也
目
に
涼
し

半
夏
生
白
く
な
る
也
目
に
涼
し

あ
じ
さ
い
や
緑
の
雨
に
野
点
傘

あ
じ
さ
い
や
緑
の
雨
に
野
点
傘

人
住
ま
ぬ
柿
の
木
の
下
竹
床
几

人
住
ま
ぬ
柿
の
木
の
下
竹
床
几

遣
水
の
水
底
の
影
あ
め
ん
ぼ
う

遣
水
の
水
底
の
影
あ
め
ん
ぼ
う

    

鴉　
　

鵠

鴉　
　

鵠

新
庭
園　

新
庭
園　

坂
本
正
美

坂
本
正
美

俳句事始俳句事始
水無月水無月

石田日天上人「和敬」（裏面囲み記事「日の出タワー祝辞」参照）

桑港・日蓮教会	 6 月 14 日　盂蘭盆会施餓鬼法要❻
鵠沼・晴明庵	 7 月 23 日　盂蘭盆会施餓鬼法要❼
猿江・猿江別院	 6 月 25 日　写経会 
	 7 月 23 日　写経会
	 7 月 26 日　第 2 回猿江別院納骨堂運営委員会
	 8 月 6 日　写経会

初　座：午前 11時　第二座：午後 2 時　動物諸霊法要：正午

宗祖七五〇〇遠忌等記念事業 蓮池鍋島家ご一門と佐倉堀田家
鍋島客殿ご見学

　去る７月１２日、肥前国（佐賀・長崎県）蓮
はすのいけ

池鍋島家十三代当主鍋
島直弘氏ご親族が当山客殿ご見学に来山（写真下）。同２９日には、
鍋島家のご親戚である千葉県佐倉堀田家十三代堀田正典氏ご夫妻
と鍋島家ご親族が来山され、当住上人と懇談されました（写真上）。
　当住上人からは、昭和４年に移築落慶した同客殿が、麻布狸穴
からの移築の経緯、元東京帝大総長内田祥三博士のご仲介の伝承
について、可能であればお調べいただきたい主旨をお願い申し上
げました。

竹灯籠能
 × 

一之輔落語 

予告

令和8年11月21日（土）
於 妙壽寺本堂

13：30開演（30分前開場）

竹灯籠能▶「吉野天人」
	 浅見慈一  他
落　　語▶︎春風亭一之輔

ご
浄
財
お
申
込
み
ご
志
納
御
礼

　

本
覚
山
妙
壽
寺
は
、
日
蓮
聖
人
七
五
〇
遠
忌
等
記
念
事
業
で
、
老
朽
化
し
た

　

本
覚
山
妙
壽
寺
は
、
日
蓮
聖
人
七
五
〇
遠
忌
等
記
念
事
業
で
、
老
朽
化
し
た

本
堂
修
理
を
は
じ
め
、
四
つ
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
堂
修
理
を
は
じ
め
、
四
つ
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
五
月
に
右
の
報
恩
事
業
の
主
旨
お
よ
び
計
画
、
ご
浄
財
ご
志
納
の
趣
意
書

　

本
年
五
月
に
右
の
報
恩
事
業
の
主
旨
お
よ
び
計
画
、
ご
浄
財
ご
志
納
の
趣
意
書

を
し
た
た
め
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
七
月
末
日
現
在
ま

を
し
た
た
め
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
七
月
末
日
現
在
ま

で
に
、約
三
〇
〇
家（
軒
）の
お
申
込
み
ご
志
納
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
く
、

で
に
、約
三
〇
〇
家（
軒
）の
お
申
込
み
ご
志
納
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
く
、

宗
祖
へ
の
ご
報
恩
と
ご
先
祖
へ
の
追
善
の
ご
浄
志
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
祖
へ
の
ご
報
恩
と
ご
先
祖
へ
の
追
善
の
ご
浄
志
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
志
納
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
皆
様
に
は
、
重
ね
て
の
ご
協

　

ご
志
納
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
皆
様
に
は
、
重
ね
て
の
ご
協

力
ご
協
護
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

力
ご
協
護
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

66No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
本　　院：〒157－0061 東京都世田谷区北烏山 5－15－1
 電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
猿江別院：〒135－0003　東京都江東区猿江 2－5－14
ホームページ　https://www.myojyuji.or.jp令和 8年 9月 1日発行

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

9 月 12 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 21
10 月 10 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 22
11 月 14 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 23
12 月 12 日（土）	 三千遍唱題行・勉強会「法華経への誘い」拝読 24
1 月 9 日（土）	 初題目・勉強会「法華経への誘い」拝読 25

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催 ❶❶

AA BB CC

DD EE FF

❷❷

❸❸

猿江別院御写経会 妙壽寺動物廟

※毎回、木曜日 13時～19時　
　参加費：500円

愛犬、愛猫、その他
動物のご供養
およびご遺骨
をお預かりし
ております。
詳細は受付まで

10月15日（木）

12月 3 日（木）

 2 月25日（木）

都仏日誌都仏日誌（東京都仏教連合会）（東京都仏教連合会）

🅐カナヘビの赤ちゃん　🅑カマキリ　🅒若鴉（山門入っての敷石）
🅓榎に玉蟲　🅔入谷朝顔市のアサガオ　
🅕当山愛犬の却子と玄之典が犬掻きに挑戦

❹❹❺❺

❻❻❼❼

6/5	 実行 ・企画合同委員会
	 	 於 猿江別院 ❽

6/12	 理事会　於 増上寺
6/29	 総会 ・勉強会 「死後事務委任について」
　	 　 講師 （大島義則弁護士 ）・ 懇親会　　於 増上寺

❽❽



S A N  F R A N C I S C O

　
平
成
７
年
（
1
9
9
5
）
5
月
に
三
吉
廣
明
上

人
と
結
婚
し
た
私
は
、
そ
の
夏
に
初
め
て
桑
港
の

日
蓮
教
会
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
職
の
大
叔
父
で
日
蓮
教
会
の
開
創
者
で
あ
る
石

田
日
天
上
人
は
お
元
気
に
来
桑
を
喜
ん
で
下
さ
い

ま
し
た
。

　
そ
の
頃
日
天
上
人
の
補
佐
を
長
年
さ
れ
て
い
た

平
顕
明
上
人
が
70
代
と
は
思
え
な
い
溌
剌
さ
で
、

ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
、
コ
イ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
、
桑
港

近
郊
の
全
部
の
橋
を
渡
ろ
う
、
と
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を
通
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ

て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
日
系

移
民
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
苦
労
を
ポ
ツ
ポ
ツ
と

お
話
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
。
何
も

知
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
呼
ば
れ
て
す
ぐ
に
帰
国
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
。
叔
父
で
あ
る
日
天
上
人
は

中
々
意
志
が
強
く
、
思
い
描
い
て
い
た
日
々
と
は

違
っ
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
で
家
族
を
養
う
た
め
に

お
寺
の
こ
と
以
外
に
も
仕
事
を
し
た
こ
と
、
な
ど

な
ど
。
辛
い
時
は
、
車
を
走
ら
せ
て
タ
マ
ル
パ
イ

の
丘
か
ら
日
本
を
思
い
景
色
を
眺
め
た
ん
だ
、
と
。

　

初
め
て
お
邪
魔
し
た
頃
の
日
蓮
教
会
の
メ
ン

バ
ー
に
は
、
ま
だ
日
系
一
世
の
方
も
沢
山
お
ら
れ
、

教
会
で
お
ば
あ
様
お
じ
い
様
が
詩
吟
や
華
道
を
楽

し
む
姿
は
ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
昔
の

日
本
に
来
た
よ
う
で
し
た
。
法
要
の
後
は
檀
信
徒

が
各
々
手
作
り
の
食
事
を
持
ち
寄
り
（
ポ
ト
ラ
ッ

ク
）
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
私

の
隣
に
座
っ
た
二
世
の
方
が
作
っ
た
太
巻
き
が
素

晴
ら
し
く
、
そ
の
上
「
日
本
行
っ
た
事
な
い
け
ど

婆
ち
ゃ
ん
に
習
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
び
っ
く

り
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
私
自
身
が
節
分
に
太
巻

き
を
作
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
天
上
人
と
千
代
子
夫
人
に
は
3
人
の
お
嬢
さ

ん
（
妙
子
・
法
子
・
蓮
子
さ
ん
）、
4
人
の
ご
子

息
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
人
は
朝
鮮
戦
争

で
ア
メ
リ
カ
兵
と
し
て
捕
虜
に
な
り
不
明
の
ま
ま
、

一
人
は
お
寺
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
頑
張
っ
て
お
ら
れ

た
の
が
日
天
上
人
よ
り
先
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
し
た
時
か
ら
程
な
く
、
日
天
上
人

も
96
歳
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
は
、
長
女
の
妙
子

さ
ん
（
写
真
下
）
が
中
心
と
な
り
、
お
寺
の
実
務

を
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
仕
事
と
掛
け
持
ち

し
な
が
ら
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
法
要
は
日
本
か
ら
当
住
上
人
と
園
田
師
が
お
彼

岸
、
お
盆
、
お
会
式
と
日
蓮
教
会
に
通
う
よ
う
に

な
り
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
日
天
上
人
は
頑
固
で

苦
手
と
仰
言
っ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
妙
子

さ
ん
は
じ
め
お
子
さ
ん
方
は
お
父
様
思
い
で
、
お

父
様
も
子
供
達
に
は
優
し
く
、
人
に
は
い
ろ
い
ろ

な
面
が
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
日
系
移
民
の
方
々
は
先
の
大
戦
で
収
容
所
生
活

　
日
天
上
人
、
平
上
人
、
日
蓮
教
会
の
た
め
に
多

く
の
支
援
者
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
昔

お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
と
、
お
寺
へ
の
熱
い
想
い

で
様
々
な
任
務
を
遂
行
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
友
子
さ
ん
は
今
も
94
歳
現
役
で
、
毎
回
法
要

の
際
に
本
堂
の
大
き
な
御
供
え
花
を
生
け
て
下
さ

り
（
写
真
下
左
）、
今
や
草
月
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
重
鎮
で
も
あ
ら
れ
ま
す
。
お
庭
や
お
部
屋

の
こ
と
な
ど
黙
々
と
働
い
て
、
当
住
上
人
の
身
の

回
り
の
こ
と
も
お
手
伝
い
下
さ
る
方
も
い
ら
し
た

り
、
平
上
人
の
次
男
・
平
テ
ィ
ミ
ー
さ
ん
が
毎
回

運
転
手
を
し
て
下
さ
っ
た
り
、
多
く
の
皆
様
と
の

思
い
出
も
あ
り
感
謝
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
昨
年
11
月
大
切
な
行
事
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た

が
、
住
職
が
伺
う
べ
き
と
こ
ろ
膝
の
治
療
と
重

な
っ
た
た
め
、
私
が
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
代

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
差
別
も
あ
っ
た
り
、
築
い
て

き
た
財
産
を
失
っ
た
り
と
苦
労
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
日
蓮
教
会
と
い
う
心
の
拠
り
所
が

あ
る
こ
と
で
、
皆
で
助
け
合
っ
て
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
と
、
多
く
の
一
世
の
檀
信
徒
の
方
々
か

ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
お
寺
の
原
点
の
姿
を
見
せ

て
い
た
だ
い
た
想
い
で
す
。

　
日
本
街
か
ら
歩
い
て
数
分
に
あ
る
築
百
数
十
年

ほ
ど
の
日
蓮
教
会
は
、
一
階
が
本
堂
、
地
下
一
階

が
食
堂
兼
集
会
場
、
二
階
三
階
は
住
居
と
な
っ
て

お
り
、
多
い
時
は
家
族
９
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
平
上
人
が
お
元
気
な
頃
は
、
上
人
の
住
む
お

家
に
私
た
ち
は
泊
ま
ら
せ
て
頂
き
、
普
通
の
ア
メ

リ
カ
人
の
暮
ら
し
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
上
人
亡
き
後
、
誰
も
い
な
い
お
寺
に
宿
泊

す
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
の
頃
は
シ
ャ
ワ
ー
の
水

も
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
か
出
ず
桶
を
駆
使
し
た
も
の

で
す
。
そ
ん
な
時
、
私
も
泊
ま
ら
せ
て
頂
い
た
時
、

便
利
な
日
本
を
思
い
、
こ
の
状
態
を
不
満
に
思
っ

て
休
ん
だ
夜
、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
と
家
の
扉
や

ガ
ラ
ス
戸
が
鳴
り
、
中
々
寝
付
け
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
日
が
昇
る
頃
、
こ
の

場
所
で
日
天
上
人
の
奥
様
が
７
人
の
お
子
様
を
育

て
、
多
く
の
ご
信
者
を
あ
た
た
か
く
お
迎
え
に
な

り
、
日
天
上
人
で
あ
る
ご
主
人
を
支
え
た
ご
苦
労

に
思
い
を
馳
せ
、
本
堂
に
心
を
込
め
て
お
参
り
を

し
ま
し
た
。
そ
の
夜
か
ら
は
音
に
煩
わ
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不

思
議
で
も
あ
り
、
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
付
い
た
出
来
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　東京の私の自坊・妙壽寺の床の間に石田日天上人揮
毫の「和敬」の文字が墨痕鮮やかに掲げられております。
（表紙参照）
　私の祖父・三吉日照上人は、明治35年（1902）10歳
で広島県福山から小僧として東京深川に出て、21歳で
住職となりました。10歳年下の実弟・石田日天上人は、
兄を慕い東京に、刻苦勉励して早稲田大学を卒業、大正
12年（1923）の関東大震災後に深川から世田谷に移転
をする妙壽寺の監督として力を振るわれました。
　日天上人は、海外布教の志、止みがたく昭和5年
（1930）北米開教を目差しサンフランシスコに向かいま
す。その船の中で、後の最愛の千代子夫人と出会い、力
を合わせ、支援をいただいた家族の方々と日蓮教会を設立しました。
　昭和16年（1941）の日米開戦とともに、日系指導者としてFBIに拘束され、家族と
離ればなれとなり収容所生活の苦難の日々を送りました。戦後は、四男三女の子供ととも
に日蓮教会を護り続けました。
　時は移り変わり、昭和54年（1979）大学生であった私は、初めてサンフランシスコの
石田日天・千代子大叔父大叔母夫妻を訪ねる機会を得ました。初日の朝食に、生まれて初
めて食べたグレープフルーツと優しい千代子大叔母の笑顔を忘れることができません。日
天上人は、日本からやってきた私を、大きなクライスラー車で三カ所に連れて行って下
さいました。
　新聞社である北米毎日と日米時事。驚きましたのは二、三日後にその新聞に私の来桑
が載ったことでした。次にコルマの日系人墓地を訪れ、明治44年（1911）設立の慈恵会の
話を伺いました。そして、設立間もない日の出タワーに私を誘い、自らのデスクを案内し、
その設立の経緯を話していただきました。
　日天上人は、自らが宗教活動をする中で、一世二世の方々が高齢化し、その方々に安心
して余生を送る場所を提供することが、宗教を超えた宗教者の役割であると思われたこと
です。志を同じくする先生方と、日米宗教連盟＝JARFを設立し、目標に向かって邁進す
ることとなりました。日本から邦画のフィルムを貸し出してもらい、小津安二郎や黒澤明
の映画を上映し、上人曰く「種銭＝たねせん」を作り、基金としました。また、輪袈裟を
付けてオフィス街にある日系企業に寄付をお願いに行くと、何度も断られながらも浄財の
勧募を行いました。裏では、「またあの乞食坊主が来た」と蔑まれたとのことです。その輪
袈裟は、数年前から額装して日蓮教会に飾られています。
　今、世界を見渡すと、至る所で戦争・紛争が勃発しております。今こそ、国や地域、宗
教や民族を超えて、人々が平和であることを願い、行いをなしていく時ではないでしょうか。
　冒頭の揮毫「和敬」は、お互いを敬い、和やかにすることの大切さを表しています。そ
の慈しみの志が行動となり、JARFを設立され、慈善の結晶として日の出タワーの建立を
思うとき、同志の方々の行いから私たちは学び、改めて知ることの大きな意義を考える時
だと思います。

行
で
伺
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
妙
壽
寺
の

お
檀
家
が
同
行
し
て
下
さ
り
、
一
緒
に
お
寺
に
泊

ま
り
無
事
に
法
要
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
長
年
妙
壽
寺
の
御
総
代
を
担
っ
て
下
さ
っ
た
方

の
お
孫
さ
ん
が
偶
然
に
も
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
（
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
）
に
留
学
さ
れ
た

ご
縁
で
参
列
し
て
い
ま
し
た
。
妙
壽
寺
の
た
め
に

思
い
を
い
っ
ぱ
い
与
え
て
下
さ
っ
た
方
の
お
孫
さ

ん
と
若
い
お
檀
家
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
蓮

教
会
の
法
要
に
参
加
し
て
い
る
光
景
は
、
私
に
と

り
ま
し
て
と
て
も
心
に
残
る
光
景
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
6
月
、
日
系
ア
メ
リ
カ
ン
の
老
後
の
た

め
に
と
い
う
思
い
で
建
て
ら
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
テ
ラ

ス
建
立
50
周
年
の
行
事
が
行
わ
れ
参
列
し
て
き
ま

し
た
。
今
は
ロ
シ
ア
系
韓
国
系
な
ど
様
々
な
人
種

の
方
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
会
が
終
わ
る
と
ピ
ア

ノ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
和
気

藹
々
と
平
和
な
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
も
思
っ
た
こ
と
で
す
が
、
日
蓮
教
会
の
理

事
会
の
方
々
の
世
代
が
変
わ
り
、
若
い
方
々
が
そ

れ
は
そ
れ
は
熱
心
に
お
寺
の
利
用
法
を
考
え
て
下

さ
り
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
W
i

｜

F
i

環
境
も
整
い
、
今
回
の
法
要
は
遠
い
ミ
シ
ガ
ン
ま

で
届
き
ま
し
た
。
物
置
化
し
て
い
た
お
茶
室
を
再

生
し
、
国
際
色
豊
か
な
お
弟
子
さ
ん
が
着
物
で
お

茶
の
お
稽
古
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
菓
子
は
先

生
の
お
手
製
、と
て
も
美
し
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
時
代
は
変
わ
り
社
会
も
変
わ
り
ま
す
が
、
人
が

人
と
繋
が
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
太
古

か
ら
変
わ
ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
日
蓮
教

会
は
賑
や
か
な
時
も
そ
う
で
な
い
時
も
守
る
人
が

い
た
時
も
、
い
な
く
な
り
そ
う
な
と
き
も
あ
り
な

が
ら
、
今
、
確
実
に
か
つ
て
の
人
々
の
想
い
を
礎

に
前
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
行
く
と
必
ず
元
気
と
勇
気
を
下
さ
る
日
蓮
教
会

が
大
好
き
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
パ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
2
0
1
6
の
日
蓮
教
会
を
皆
様
も

ど
う
ぞ
お
尋
ね
下
さ
い
。

サンフランシスコ日本町
「日の出タワー」創立50周年祝辞
妙壽寺住職  三吉廣明（久美夫人代読）

三吉久美
（当住夫人）

サンフランシスコ滞在記サンフランシスコ滞在記

祝辞を述べる石田和麿氏（日天上人四男）

昭和 6年（1931 年）に開創された日蓮教会

手作りの食事を持ち寄りのポトラックパーティー

本堂のお花を生けて下さった鈴木友子さん 石田千代子夫人がお稽古されたお茶室

左より、石田妙子さん、久美夫人、平ティミーさん（本年6月11日） 在りし日の石田日天上人の家族


